
ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

パズル 

２～３個のピースのパズル
から、形が同じで大きさが
変化するものなど、形と輪
郭の認識を発達させます。 

 

 

シール貼り 

丸い枠線の中にシールを貼

っていくお仕事です。始め

は台紙からシールをはがす

ところから、そして自分の

好きなところに貼り、それ

が徐々に枠線の中に貼るこ

とができるようになってい

きます。 

オプティックローラー 

幾何学模様がついた円柱の

ローラーが３つあります。

手で触れて、少し力を入れ

ると回ります。目と手の協

応を促すもので、子ども達

がとても興味を持って触れ

ている活動です。 

鈴の入った転がり円柱 

円柱の中に鈴が入っていま

す。触れると音が鳴り、  

ゆっくりと子どもが見える

速さで転がります。腹ばい

で手を伸ばし、ずり這い、ハ

イハイを促しながら何度も

触れる姿が見られます。 
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ニドのモンテッソーリ活動 

大 好 き お 仕 事 

私たちのくらしは５つの感覚のうち、見ること（視覚）に頼ることが多い

と思います。では、触って物のカタチを確かめる機会はどうでしょう。 

今月ご紹介する「幾何立体のかご」は手探りで立体のカタチを知る面白い

お仕事です。道具はカゴの中に木製の 10 種類の立体が入れてあり、布が

かぶせてあります。立体は取り出して手のひらにのせると、程良い重量感、

なでたり、側面のカタチをよく触って立体の名前を覚えます。黄色バッチ

さんともなると、子ども同士ゲーム感覚で問を出し合い、あっという間に

10 個の名前とカタチを覚えてしまいます。子どもは自然に、立方体と直

方体・三角柱と三角錐など、ピッタリ重なる立体をみつけます。また１つ

１つの立体について「こんなカタチのもの知ってる？」と質問すると「四

角錘はテントみたい」「円錐は逆さにするとアイスクリームのコーン」「球

は地球！」と、なんとも想像力豊かな答えが返って来ます。カタチから想

像力を膨らませる遊び、ご家庭でもいかがでしょう？ 

 

幾何立体のかご 

 （感覚教育） 



ＩＣのモンテッソーリ活動 

朝、登園してお部屋に入ってきた赤バッチさんが、ハサミやのり貼り、縫い

さしの道具が置いてある「日常のお仕事」の棚の前で、ひとしきり考えている

姿を見かけます。そして「これ」と自分が選んだお仕事がセットされたお盆を、

机に運び、活動が始まります。一見何気ない姿のようですが、赤バッチさんに

とって、この自分で考える少しの「間」がとても大切だと考えています。 

例えば「切る」お仕事は、棒状に細くカットされた紙（線入り・線無し）、モ

ノや動物の形（曲線の形・直線の形）といくつかの用紙が用意されています。

子どもによっては、見た目が魅力的な動物のカタチを最初に選んで、思うよう

に切れず「じりじり」したり、ため息をついたり、見かねた年長の友達に手伝

ってもらうシーンを見かけます。それでも自分で選んだお仕事ですと挑戦＆間

違いを続け、いつの間に達成させます。切った紙は、大好きなお母さんにお土

産にしたり、ノートに貼って自分の絵本にしたりと大事にして使います。こう

して自分で選び、繰り返し、思い通りに動く「手」をつくる赤バッチさんのお

仕事は、日々の暮らしにも繋がりゆっくりと「生きる力」が育まれているのだ

と感じています。 

 

日常生活のれんしゅう 

（ハサミのお仕事） 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

ペグボックス 

入れる・抜くという動きの機会

を与えます。握る為に 4 本指を

使うのを助けます。目と手の協

応の洗練になります。 

 

ビーズ棒落とし 

容器の蓋にあいた小さい穴

にビーズでできた棒を入れ、

落としていきます。棒とふた

の穴をよく見て落とし入れ

ます。目と手の協応の発達の

援助をします。 

 

ニドのモンテッソーリ活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着衣枠(ボタン) 

ボタンをはずしたりとめた

りするお仕事です。手の動き

の統合や自立性の発達を促

します。 

 

ひも通し 

ひもにビーズを通すお仕事

です。ひもの片側は結び、も

う片側は扱いやすいように

先端を固くしています。親指

と4 本指の相対関係の把握、

目と手の協応を促します。 

 

大 好 き お 仕 事 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

二色の移動五十音 

（言語教育） 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

子ども達は、日々家庭の中でお話をしたり、保育園で生活を送る中でたくさんの言葉

と出会います。人の話を聞いたり、おしゃべりをしたり、お家であったことや見たもの

のことなど話したい気持ちもいっぱい持っていて、たくさん話しかけてきてくれます。

お部屋に「移動五十音」という教具があります。五十音が書かれたプラ板の箱です。例

えば、「おかあさん」などの言葉は、プラ板の文字「お」「か」「あ」「さ」「ん」と並べれ

ば字が書けなくても自分が言いたいことを表現することができます。ある日、子どもが

「先生、しゃしん、ってどう書くの？」と尋ねてきました。「しゃしん」の「しゃ」とい

う文字が見つからない！と戸惑っているのです。文字板の大きい「し」と小さい「ゃ」

をだんだん動かして近づけながら「しーーゃ」「しーゃ」「し-ゃ」と発音し、最後に二つ

のプラ板をピッタリくっつけて「しゃ」と発音してみせます。子どもにとってはその動

きと音の発見がおもしろいようで、何度も繰り返します。そして「二色の移動五十音」

という教具を使い、「しゃ」が付く言葉の「しゃ」の部分を赤色その他の部分を青色にし

て、しゃぼんだま、でんしゃ、しゃめ、、と知っている限りの言葉を書いていきます。子

ども達の表すことを見ていますと、日々の生活や体験がとても豊かであることを感じて、

微笑ましく思います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 好 き お 仕 事 

フラワー 
アレンジメント 
 

じょうごを使って花
瓶に水をいれ、好きな
お花を選び生けるお仕
事です。水をこぼさな
いように慎重に注いだ
り、生けた花瓶を花瓶
敷きに乗せ、好きなと
ころに飾りに行く事も
楽しみの一つです。 

 

開閉 

家にある身近なもので、開

け閉めできるものがニドの
お部屋に置いてあります。

ポーチのファスナーや茶筒

のふたなど、開けたり閉め
たりを楽しみながら、自立

への 1 歩を踏み出していま

す。 
 

トレー付きの箱とボール 

箱の穴からボールを入れると、

下のトレーに出てきます。 

目と手の協応の発達、集中力を

養うとともに、視界から消えた

ものが再び現れることで、物の

永続性の認識を助けます。 

開閉 (バックル) 
 

ヘルメットやリュッ
クなど日常的に見かけ
るバックルを操作し、
開け閉めをする活動で
す。目と手の協応、指
先の運動を促します。 
 

 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

台とリング 

何度も棒やリングの穴

の位置を確認しながら、取

り組みます。繰り返し行う

中でリングを差し込んだ

り外したりできるように

なっていきます。目と手の

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 好 き お 仕 事 

半開きの箱 

木の箱に３つの引き出しがつ

いていて、中には魅力的な物を

入れています。子どもは開け閉

めをくり返し、中の物を取り出

したりして、楽しみます。 

 

はさみで切る 

細 長い 紙 を はさ み で 切り 

ます。はさみを安全に使える

ように集中して取り組む活

動です。切れたときに紙が落

ち 、自 信 に 満ち た 表 情が  

見られます。 

 

テーブルを運ぶ 

お友達と協力しテーブルを 

持ち、机の脚を静かにおろす 

お仕事です。粗大運動により

体全体の運動発達を 

促します。 

ぎんこうあそび 

（数教育） 

今回は数教育の活動の中の「ぎんこうあそび」というお仕事を紹介したいと

思います。 

数教育は基本的に、具体物の世界から抽象の世界に徐々に進んでいきます。例

えば、数に触れたばかりの子どもたちに 1000 という数を伝えても、その大

きさがどれほど大きいかわかりにくいと思います。それを、ビーズという具体

物を使い、１、10、100、1000 の大きさの違いを、実際に持ってみたり、

触れてみることで感じます。「１ってこんなに小さいんだ…1000 ってこんな

に重いんだ…」と子ども達自身が体感、実感できます。 

写真の銀行あそびは、数に触れる事だけではなくお友達と行うことでやりと

りを楽しんだり、社会性も身についてきます。「こっちの数字は私がもってく

るね」「じゃんけんできめよう！」など解決策を自分たちで探したり、協力し

て一緒に答えを見つけることで「自分たちでできた！」という達成感、キラキ

ラした表情も見られます。お仕事を通してお友達と楽しく１つの事を成し遂げ

たり、やりとりの練習が出来ることはとても素晴らしい事ですね！  

 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

カート 

手で押すことで歩行

を援助します。 

荷台に重みのあるも

のや、お友達を乗せ

たりして、楽しみな

がら手足と体幹の発

達も促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 好 き お 仕 事 

フックかけ 

ヒモ穴のついたどんぐり

のマスコットをフックに掛

けていく活動です。裏には
マジックテープがついてお

り、隣の木にも貼り付けら

れるようになっています。 
かける、はずす、貼りつ

けることを繰り返しなが

ら、自立への一歩を踏み出
していきます。 

鈴おとし 

鈴を小さな穴の開いた容器

に落とすお仕事です。指先を

使いよく狙って入れる姿が見

られ、目と手の協応を促しま

す。 

 

イスを運ぶ 
 イスの背もたれと座面を
片手ずつゆっくりと持ち上
げて運び、イスの脚を静か
におろすお仕事です。粗大
運動により身体全体の運動
発達を促します。 
 

おしぼりをつくるお仕事です。おしぼりを絞るだけではなく、そこには色々

な過程があります。工程として、ピッチャーにお水を汲みに行き、決められ

た量でお水を止めて持っていくことや、お水をボウルに入れる際には手首の

調節をして溢さないように入れることなどおしぼりを絞るだけでも工程の

中には様々な練習が出来るようになっています。また、自分で作ったおしぼ

りを相手へ渡すのに「どうぞ」と「ありがとう」の練習に繋がります。初め

は大人と一緒におともだちや先生に「どうぞ」と渡しますが、大人が離れて

一人で渡してお部屋に戻ってきたら満足げな自信に溢れています。また、渡

した時には「ありがとう」と言われたり「冷たくて気持ち良いね」「手拭きた

かったんだ」など言われて恥ずかしながらも嬉しそうな表情をしています

よ。 

おしぼりを作るお仕事を通して、絞り方を知れたり手首の調節はもちろん、

社会性や集中力にも繋がりますし子どもたちにも人気のお仕事です。 

おしぼりをつくる 

（日常教育） 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 好 き お 仕 事 

ボールを押し入れる箱 

 手のひらを使ってボールを

穴に押し入れる活動です。穴に

スポンジが付いているため、手

で力を加える事によってボー

ルが落ちるようになっていま

す。目と手の協応や、両手を使

った作業を促します。 

具体物（靴） 

自分の身近にあるものに触れ

ることで感覚的にとらえ、抽象

化へ繋げるお手伝いとなりま

す。じっくりと観察し、気が済

むまで行うことで自立への一歩

を踏み出します。 

 

ねじ回し 

色のついたネジを見本のカ

ードに合わせてそれぞれの

穴へ回して入れる活動です。

目と手の協応、手首の動かし

を促します。回して入れた

り、外したりと繰り返し取り

組んでいます。 

具体物と絵カード 

物の名称を伝え、具体物

（立体）と絵カード（平面）

を一致させることを楽しみ

ながら、それらが同じものを

表していることを認識して

 秋の肌寒くなってきた頃、お庭テラスに落ち葉がたくさんある

のを見つけ、「お庭のお掃除しようか？」と自ら声をかけてくれた

赤バッチさん。小さいサイズのかわいらしいほうき、ちりとりを

使っていっしょうけんめい落ち葉を集めていました。風で葉っぱ

が飛んでいってしまうとがっかりした様子でしたが、次は飛ばさ

れないうちに、、、！と、集めた落ち葉をちりとりを使ってすぐに

ゴミ袋に入れに行く姿があり、自分が体験したことから学び、工

夫して行動していました。 

 ほうきの持ち方を知り、全身をコントロールしながらごみを集

める作業は、まだその経験のないお子さまたちにはちょっと大変

です。でも、そのちょっと大変な活動が子どもたちにとってはや

りがいを感じるようです。また、ほうきの使い方を知るだけでな

く、身の周りの環境を自分できれいに整えるという活動でもあり

ます。自分の環境を自分で整えて気持ちよく過ごす経験は、自立

にも繋がっています。 

掃く 

（日常生活） 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

大 好 き お 仕 事 

掛けがね： 

引っかける、引っかけられ
るがペアになっており、開

け閉めの違う手首の動きな

ど色々な手の動きを使って
開けます。中には動物や植

物の写真が現れ、何度も開

け閉めを繰り返します。自
分で開けるということが、

自立につながります。 

チェーン落とし： 

入れ物の蓋には穴が開

いており、２０㎝程の

チェーンを入れていき

ます。揺れ動くチェー

ンの先端と穴とを集中

しながら合わせます。

板落とし 

手の平サイズの木の板を、同

じ大きさの穴に入れるお仕

事です。板の向きや、穴をね

らって入れることにより、集

中力や、目と手の協応を促し

ます。向こう側に落ちるこ

と、音を楽しむ姿が見られま

す。 

日常（靴下） 

 靴下を脱ぎ履きするお仕

事です。着脱や靴下を手繰る

など、自分の意識で身体を動

かすことを促します。また子

どもたちも自立に向け達成

感を味わえ、楽しむ姿が見ら

れます。 

プライマリーのお部屋の前の長い廊下に白い線が引いてあるのですが、「この白

い線は何かな？」と思われた方もいるのではないでしょうか。この白い線は朝お子

様たちがお部屋に入室する前に行うお仕事で使われている線です。線の上をゆっく

りと自分のペースで歩く「線上歩行」というお仕事です。多少線からはみ出しさっ

さと速く歩くならばそれほど難しくないのですが、線からはみ出さないようにゆっ

くりと歩くことは大人でも結構な集中力を使い意外と難しいものです。歩幅は靴の

大きさで、踏み出した足のつま先に次のかかとをつけ進んでいきます。その後手に

旗を持って歩いたり、手の甲にお手玉をのせて歩いたりと、足元以外の部分にも注

意を払いながらバランスをとって歩きます。何度も繰り返し行ってきた青、黄色バ

ッチは前後の友達の速度も感じとりながら、身体のバランスをとりながら歩くこと

もできるようになります。赤、緑バッチも線からはみ出さないようにと、お兄さん

やお姉さんの姿を見て集中して取り組む姿が見られています。園内だけではなく散

歩に出た際にも、線を見つけると線の上を静かにゆっくりと歩く姿や、縁石のから

落ちないよう集中して歩く姿が日々見られています。きっとご家庭でもそのような

姿が見られているのではないでしょうか。そういった場面に出会った際に、もし出

来る機会があればぜひお子様と一緒にやってみてください。きっと自分の身体に意

識を向けることで自然と呼吸が整い、心も穏やかになると思います。 

「線上歩行」 

（日常生活） 



ニドのモンテッソーリ活動 

ＩＣのモンテッソーリ活動 

プライマリーのモンテッソーリ活動 

花とストロー 

花や葉などの形に型どられた

紙とストローを交互に入れてい

くお仕事です。目と手の協応の

発達を援助したり、親指と４本

指の相対関係の把握に繋がりま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

 

 

大 好 き お 仕 事 

着衣枠(ボタン) 

ボタンをはずしたりかけた

りするお仕事です。自立性の

発達を促したり、手の動きの

統合をもたらします。 

 

絵本 

繰り返しの言葉や色のはっ

きりしたものを好み、大人

の口の動きをよく観察した

りして、発声の楽しさを味

わいます。 
 

縦型ボール落とし 

大きな箱の上の穴にボール 

を落とすと、中のスロープを

ボールがゆっくり転がって

いきます。じーっと目で追い

かけ、一度消えたボールが穴

に下のコトンと出てくるの

を予想して待っている様子

が見られます。 

 

プライマリーのクラスではバッチ（名札）を付けるという自分自身

の身なりを整えるお仕事があります。はじめはお世話係のお兄さんお

姉さんや先生につけてもらっていますが、次第に自分でやりたいとい

う気持ちが芽生えてきます。自分でやりたい気持ちとなかなかうまく

できずにもどかしい気持ちと葛藤しながらも、粘り強く毎日の繰り返

しの中で少しずつ指先の力の入れ方を調整してコツをつかんでいきま

す。また、「着衣枠」という教具があります。30 センチ四方の木枠に

服の前身頃のような布がついていて、安全ピンの付け外しなどを練習

することができます。バッチを練習中のお子さんが、朝のお仕事の時

間や夕方の自由遊びの時間に自ら着衣枠のお仕事を選んで練習する姿

も見られます。自分でできた時の達成感はやがて自信につながり、バ

ッチをつけてからお部屋に入ると誇らしげに次のお仕事に取り組んで

いきます。 

 

着衣枠(安全ピン) 

日常生活の練習 


